
日時 ：８月２４日 （土） 
午後１時３０分～３時

場所 ： 飯田市美術博物館講堂

聴講無料 （申込不要）　

講師 ： 竹内 章 氏
（富山大学名誉教授）

びはく　８月の自然講座へのおさそい 

次回の自然講座は９月１４日 （土）、 当館学芸員 ・ 小泉明裕による 「伊那谷にゾウがいた頃 （第四紀）」 です。

　伊那谷を含む中央高地の成立としくみにつ

いて、 活断層の発現より高原隆起が早いこと

に注目し、 近畿三角帯の沈降、 日本海が閉

じた時期、 アムールプレート東進説、 日本海

溝西進説などを紹介しながら、解き明かします。

フォッサマグナ
中部山岳の成立と

講師プロフィル

竹内  章 （たけうち・あきら）

　富山大学名誉教授。1950
年上伊那郡箕輪町生まれ。 
金沢大学理学部・大学院修
士課程、大阪市立大学大学
院博士課程修了。理学博士。
専門は地質学、変動地形学。
現在、富山地学会会長、とやま地文クラブ代表。主
な著書等に『アジアの変動帯』『火山とプレートテク
トニクス』『新編 日本の活断層』『北陸の自然をたず
ねて』『地質構造から見た富山湾と北アルプス』ほか。
このほか日本地質学会会員、富山県防災会議専門委
員、(NPO 法人 ) 富山県防災士会顧問、( 一般社団法人 )
立山黒部ジオパーク協会学術顧問など、幅広く活動
されています。竹内先生が

教えてくれます！

カモシカくん

＜写真上・下＞黒部川花崗岩。矢印は、
マグマのガスが発泡した痕跡

マントルリッド剥落説

山地高度変化曲線

→

黒部川花崗岩は

火山岩だって？

→


